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桧突板の長尺カウンター収納と違い棚の製作について 

今回の依頼は小料理屋さんの桧突板の 5.3m の細長い三角形の天板の引き出し収納とその上にある違い棚の製作

です。 

この製作による問題点をまとめました。 

 

１．長尺の細長い 5.3m の三角形の天板は突板を長手方向ジョイント無しで製作したい。小口突板は 1.5mm の

厚貼りとし、平面部突板と小口厚貼り突板と色合い、杢目を合わせたい。 

２．違い棚は出来るだけ薄くシャープに見せて、壁固定である。特に、サッシ枠と棚板の下面を面合わせの箇所

がある。したがって、ブラケットを含めて棚板加工を検討したい。 

３．違い棚をシャープに見せるため、下面小口より長め 63.6mm のテーパー面

があり、突板貼り合わせ時に小口、テーパー面を擦り合わすため厚貼り

1.5mm の桧突板が必要。平面の桧突板と小口、テーパー面の厚貼り突板

と色合い、杢目を近づけたい。 

 

４．細長い三角カウンター収納は主に引出収納ですが、箱分割を細かくすれば、無駄の無い空間の収納となりま

すが、金額も上がってきますので、幅 5.3m で大体 4 から 5 分割で押さえたい。引き出しについてはすべて

ソフトクロージングタイプとしたいところですが、小さい引出ですと、ソフトクロージングを取り入れるこ

とが、少し重く引き難くなり使いにくくなりますので、普通 3 段スライドレールとソフトクロージングとの

使い分けが必要です。 

５．引出部の前板は手掛け彫り込みです。しかし、桧突板はガラス塗料のクリヤー塗装で彫り込めばベニヤ見え

てしまいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これが桧柾目突板サンプルです。こ

のサンプルを基準に桧柾目 1.5mm

の厚貼り突板を探しました。 

問題点 
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１．桧柾目突板は長さ 3.0m 位の長物が精一杯で、これを使用するにしても 5.3m では中央にジョイント１箇      

所となります。但し、下地合板は重ねずらして貼り 5.3m１本物とし、これに桧突板を貼ることで、天板の

中央に突き合わせジョイント１箇所は出来ますが、段差を少なく出来て、多少目立ちにくくなります。また、

小口は 1.5mm 厚貼突板 5.5m１枚貼りとなります。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．違い棚はブラケット板の差込代の空間を開けて、差し込んで固定する構造とし、サッシ部ついてはブラケッ

トを変則的に加工することで、サッシ枠と棚板下面とほぼ面一に取り付け出来ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

桧柾目突板で天板平面部と小口

部の突板の比較状況です。 

あまり差がなく、これで小口部

は 5.3m１枚で貼ります。 

問題点の対応 
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３．違い棚のテーパー面、小口の桧柾目厚貼りと平面の突                      

板との色合い、杢目の差はあまりありません。      

   

 

 

 

 

 

４．カウンター収納は下図のように 5 分割となりました。 

また、引出はソフトクロージングを使用したいところ下図   

  ようになりました。  

引出ピンク色＊：普通の 3 段スライドレール 

引出薄グリーン:ソフトクロージング  

紫＊＊：開扉ダンパー式 

 ソフトクロージングタイプのフルオープンのレールはレール長

200､250 が無く、高さの薄い小さい引出には引く時に力が必要で不向きである。(ソフトクロージング 250 レ

ールはあってもフルオープンでは無い。) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．手掛けの彫り手部に桧の無垢材を入れ込んで彫り込みます。これで、仕様、図面を確定しました。 

5 分割でも背面に無駄な空間が生まれるが、これ以上分割を

ふやしても収納量はあまり変わらないため、この分割で決定。 
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確定図カウンター収納 

壁固定するために背板

と壁が離れているため、 

壁固定用のテーパーの

ついた補強材が必要。 

天板突板突き合わせジョイント位置は 

引出前板の切れ目に合わせる。 
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違い棚の奥行は飾る器の

寸法を考慮して最小 D200

として最大 D は下のカウ

ンターD の半分程度とし

ました。 

確定図違い棚 
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ここで、当初、棚板は壁から壁の

5.3m で厚み t60 の２段でしたが、 

もっと出来るだけ薄くし、高さを

窓枠に合わせたいとの要望があり、 

要望の形のダンボールを配置して

みました。 

グリーンの矢印が希望の違い棚と

なりました。 

 

 

 

 

カウンター収納の天板の採寸状

況です。この FIX の窓枠に天板を

差込ますので、この枠が定規とな

って両サイドの壁位置一杯まで

の型紙を取り、この型紙を元に

CAD データを製作しました。 

また、天板は 5.3m１本物で搬入

しますので、入れ込み手順の確認

と入れ込み時の余裕代を確認し

ました。  

 

 

 

 

 

 

 

採寸 
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 違い棚固定用ブラケット 4 箇所。このブラケットに棚板を差込ます。 

  また、棚板は奥行変化しますのでブラケット長も変わります。 

 

 

 

 

 

 

 

20*20 サッシチャンネルです。この下端よ

り２mm 上がりが棚板の下端となります。 

違い棚取り付け 
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壁フカシ用桟 30mm にて上下で棚板を固定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

違い棚は設計値より壁からの張出し位置を決めましたが、壁に多少の出入りがある関係でズレが発生し 

棚板テーパー部の先端が一直線で通る位置になるように補正しました。 
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この下地にさらにフカシ下地を

取り付けてカウンター収納の取

り付けとなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

サッシ 20*20 チャンネルの上端か

ら２mm 下がりがカウンターの天

端です。 

したがって、サッシの板厚、ビスの

突起等が有り、天板のザグリ量の調

整が必要となりました。 

カウンター収納の取り付け 
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サッシ枠より２mm 下がりの天板位置に納 

まったカウンター収納です。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カウンターはサッシ枠２mm 下がりの天

板高さの制約が有り、家具奥行の浅い部分

は単に壁固定で済みますが、奥行 600 近

くなると床からの固定も必要です。 
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ちょっと凝った棚板の形状で貼り合わせ箇所の

擦り合せのため、小口とテーパー面は 1.5mm

厚の突板としました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

違い棚仕上がり 
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お客様のカウンター席が一段高い

ところにあり、違い棚は正面から見

れば、テーパーつけることで薄くシ

ャープに見えています。 
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 桧柾目突板は 3.0m 程度しか無く、天板 5.3m で１箇所

突き合わせジョイントしていますが、下地合板を 5.3m１

本物の製作で段差が少ない。また、小口は 5.3m１枚もの

ですので一見ジョイントはわかりにくい感じがいたしま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

カウンター収納仕上がり 



15 

 

 

」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  桧柾目突板の違い棚、カウンター収納の塗装がガラス塗料のグラノール艶消し仕様で、 艶が無く、桧の木

地の感覚が 小料理屋さんよく似合っていました。 

   

                     ㈱マルダイ 家具部 Da・Monde 鈴木 

                          平成 25 年 5 月 7 日  

  

 

 

 

 


